
【活動状況】

・部員は３３名、顧問４名。

・８月６日から休止。

・練習時は３０名参加。

【感染対策の状況】

・体温測定 自己測定、顧問が確認。

・マスク 常時着用。練習時は外す。

・消 毒 練習前後、手指の消毒を行う。

【調査状況】

①８月８日に現場調査を実施

②高校からの情報提供により、接触した生徒の把握を実施中。

※健康状態、接触状況を確認しPCR検査へ繋げる。

【方 針】

積極的疫学調査を進め、ＰＣＲ検査を実施し、感染拡大防止に努める。

福島市内で発生した１９例目のクラスター（高校部活動）について
令和３年８月９日

１ 発生状況（７名）

２ 部活の状況 ３ 調査状況と方針

No. 区 分 年 代 性 別 陽性判明日 概 要

① 生 徒 10代 男 性 8月7日 医療機関を受診し、陽性判明

② 生 徒 10代 男 性 8月8日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

③ 生 徒 10代 男 性 8月9日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

④ 生 徒 10代 男 性 8月9日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

⑤ 生 徒 10代 男 性 8月9日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

⑥ 生 徒 10代 男 性 8月9日 濃厚接触者として検査し、陽性判明

⑦ 生 徒 10代 男 性 8月9日 濃厚接触者として検査し、陽性判明



L452R変異株検査
検査期間 ６／１５～８／６まで

５０件（国・県・市の合算）

20210809

福島市8/6実施分

1２/20件

検出率６0％



L452R変異株感染者（推定含む）の年代別、重症度別構成分析①



分析②



福島市におけるワクチン接種後の
コロナ感染事例（８/７現在）

①ワクチン１回接種後、
または2回接種後
２週間以内の
感染者数

５名

②ワクチン２回接種後、
２週間経過後の
感染者数

１名
①この１名はＬ４５２Ｒ変異株
②現時点で無症状

分析③



評価

①デルタ株と思われるL452R変異株の検出が60％を超しており、置き換わりが急激に進んでいる。

②変異株への移行が進んだ4月以降の陽性者は、20代から50代（40代）が多く、高齢者は少ない。
しかし、50代で50％、 40代、 30代で40％、20代でも30％が中等症以上（肺炎が認められる）
である。

③現在急増中にて最も注意が必要なL452R変異株感染者の初発症状としては、発熱、咳、咽頭痛・
違和感、頭痛が多い。特に発熱が多く、若い人でも38度以上の発熱が認められることが多い。
熱中症や夏風邪も多く、鑑別が難しいので、こうした症状の方は早期に受診して検査を受けるこ
とが必要である。

④ワクチン接種者での感染事例が発生した。ワクチンは発症予防、重症化抑制効果とともに、感染防
止効果も期待されているが、まったく感染しないということではない。
事例は、高齢者として2回の接種を完了して2週間以上が経過していたが、濃厚接触者として検査し

て陽性が判明。ただし、無症状であり、検査結果からはウイルス量は少ないと推察される。



ワクチンを接種しても感染する場合もあります。免疫がつくまで１～２週間程かかります。免疫がついても発症予防
効果は１００％ではありません。症状がなくても周りの方に感染させてしまう可能性があります。
アルファ株やデルタ株などの変異株への効果も十分確認されておらず、確認が進められている段階です。
強い危機感を持って感染防止対策の徹底をお願いします。
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感染者中
デルタ株急拡大警戒情報（7/2５）以降の

県外への往来者

１１名
趣味、旅行、仕事、帰省など

帰福後、２週間は人との接触をできるだけ控えてください。




